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第２回 さぬき市地域福祉計画策定委員会 会議要旨（要約） 

 

 

１ 開催日時  平成２６年１月２８日（火）１３：３０～１４:４５ 

２ 開催場所  さぬき市福祉事務所 ２０１・２０２会議室 

３ 出席者 [ 委 員 ]  植村委員  田中委員  十川委員  平賀委員 

          菊池委員   水卜委員  香川委員   岩﨑委員 

               中條委員  和田委員  山下（美）委員 

国方委員    有馬委員   角委員   山下（佳）委員 

山本委員  松原委員   福澤委員  （欠席１名） 

         [ 事務局 ]   健康福祉部福祉総務課長外４名 

[ 関係課 ]    健康福祉部３課より職員３名 

      [コンサルタント] ２名 

[ 傍 聴 ]     １名 

４ 会議次第  １ 開会 

        ２ 委員長挨拶 

        ３ 議事 

（１）アンケート調査結果について（報告） 

（２）ボランティア団体へのアンケート等について（概略報告） 

（３）ワークショップ実施状況について（概略報告） 

（４）さぬき市第３期地域福祉計画（素案）について 

        ４ その他 

        ５ 閉会 

５ 会議の内容は以下の通りである。 

発言者 意見概要 

事務局 

 

 

 

委員長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

ただ今から、第２回さぬき市地域福祉計画策定委員会を開会いたします。

皆様方には大変お忙しいところ、ご出席賜りまして、誠にありがとうござい

ます。 

それでは、委員長よりご挨拶お願いします。 

（委員長挨拶） 

本日の会議は、委員定数１９名、本日の出席委員数は１８名ですので委員

定数の過半数に達しています。さぬき市地域福祉計画策定委員会設置要綱第

４条第２項により、本会議が有効に成立していることをご報告します。会議

の公開については前回会議において公開としておりますので傍聴を許可して

おります。本日の傍聴者は１名です。 

それでは、要綱第４条第３項により、委員長は会議の議長となることから、

ここから会議の進行は、委員長にお願いいたします。 
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委員長 

 

 

事務局 

委員長 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

委員長 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

議題に入ります。本日の議事（１）アンケート調査結果について（報告）、

（２）ボランティア団体のアンケート等について、（３）ワークショップ実

施状況についての３点、事務局より説明をお願いします。 

（議事（１）（２）（３）について、資料に基づき一括して説明） 

報告がありました。委員の皆様より質問があればお願いします。 

アンケート、ワークショップの結果を中心にご報告いただきましたが、福

祉行政というのは多種多様な要望がでてきます。それを全て活動の中で対策

として行っていくということは困難だと思います。そのため、でてきた課題

の中から整理をして、重点的に取り組むことを計画に反映されたらいいと思

いますが、課題として整理されている「人間関係の希薄化」等について何を

どう解決していくか具体的な施策が明記されているのかどうか。「個人情報」

の取り扱いについて問題があるという課題に対しても法改正まで必要かどう

か等、具体的にどうするかを設定しませんと、計画を作っただけで終わって

しまいます。そのあたりについて教えていただきたい。 

委員のご指摘通り、今回の資料である素案は計画策定の途中段階であり、

アンケート調査・ワークショップで出た生の意見を皆様に見ていただき、こ

ういう方針で策定を進めると示させていただいたものです。今後、行政はど

うしていくという部分については、６章以降に「自助（市民が取り組むこと）」

「共助（地域が取り組むこと）」「公助（行政サービス）」ごとに詳細記載

したものを次回委員会にご提示させていただきます。 

委員からでているのは３期計画の素案についてのご意見になります。これ

までの報告のあった調査結果等については質問がないようなので終了し、

（４）さぬき市第３期地域福祉計画（素案）について、に移らせていただき

ます。事務局より説明をお願いします。 

（議事（４）について、資料に基づき説明） 

ただ今説明がありました基本理念等についてご意見がありましたらお願い

します。 

基本目標が３つありますが、目標というよりも理念的なものに感じます。

次回の計画書には推進目標のような形で追記がでるのだろうとは思います

が、具体的なものが今後でてくるのでしょうか。 

地域福祉計画そのものについてのとらえ方ですが、今回策定する地域福祉

計画は福祉分野の総論的な位置づけの計画となり、地域福祉の具体的な部分

は来年以降に策定する活動計画になるのでしょう。アンケートの報告書等に

も福祉全体、市の行政全体と幅広く意見が出されていますが、全ての事例に

応えることは無理でしょう。行政では福祉分野の「子ども子育て支援事業計

画」「介護保険事業計画」「障害者計画」等、対応する計画があり、実際の

詳細事業（サービス）については地域福祉の各論的なものとして策定され、
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委員長 

委員 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

事務局 

 

委員 

事務局 

 

 

 

 

委員 

事務局 

委員長 

 

 

事務局 

地域福祉を総合的に推進する地域福祉計画は総論的な意味合いと言うことが

できると思います。 

他に、ご意見等ございませんか。 

第２期計画の実施状況がありますが、第２期計画では社会福祉協議会が実

施するもの含め７２項目ほど目標があったと思います。ここには４０項目程

度となっていますが、掲載していないものについては何か理由があるのでし

ょうか。 

第２期計画の数値目標として定めていたものを掲載しております。（事務

局が資料説明の後了承。） 

第２期計画の目標の件ですが、第２期計画では詳細内容について、かなり

細かい事業ごとに数値の目標を設定していましたが、事業の推進や数値目標

については地域福祉計画の下位計画である個別計画にゆだねるとして、数値

ではなく行政としての方向性を文章で掲載させていただきたいと思っており

ます。 

目標数値を入れないということですか。 

細かい数値を入れずに、課題に対して行政はこう考えている、という方向

性を示す形にしていきたいと考えております。 

数値目標を設定しないのであれば計画の評価は、どのように行いますか。 

詳細な目標については、それぞれの下位計画で実施、進捗管理を行い、評

価もそちらで行います。地域福祉計画で定めた方向性、行政が取り組むべき

事項については、庁舎内部の検討会や地域福祉ネットワーク会議を開くとい

った形で進捗状況の把握や新たな課題について検討していく方向で考えてい

ます。 

後でしっかり評価できるような形にしていただきたいです。 

わかりました。 

他にご意見ありませんか。地域の課題について、地域福祉の中で現実的に

成果を上げていくということは難しいと思いますが、皆様のご協力をよろし

くお願いします。それでは、本日の会議は閉会とします。お疲れ様でした。 

次回の策定委員会は、２月１３日（木）午後１時３０分から、この会議室

で行います。よろしくお願いいたします。長時間、ありがとうございました。 

 

 

 


